
北方山車会の機関誌「北方向草 」も第 3

号が出版されることになった。この会が着

々と発展 して行 くことは大変喜こばしいこ

とである。しか し、この原稿を書きつ よ、

非常に残念に思うことは、この会の創立者

であり育ての親であった阿保精
一会長が去

る 2月に、急に此の世を去 られてしまった

ことである。阿保さんと私との最初の出合

いは、昭和34年の初夏、小樽市石山町にあ

る岳父木村誠一の家の庭で鉢植えの山草を

前にしてであった。私の専門が植物分類学

で、しかもリンドウ科や高山植物が研究対

象であったため、それからずっと20年以上

お交き合いさせて載いた。昭和39年から私

は旭川大学に勤務するようになったため、

余 りお目に掛る機会が無くなってしまった

が、ある時、旭川の郷土博物館で、大雪山

の自然についての講演会があった時、態々

小樽から出席され、偶然にお会いする機を

得たことがあった。また、私が信州に来る

前年の昭和52年の秋だったと思うが、当時

阿保さんが会長をされていた小樽山草会の

見学会が十勝岳でおこなわれ、その際に、

私は旭川から参加させていただいた。それ

が阿保さんと直接お話をした最後になって

しまった。本文に入る前に阿保さんの御冥

稿をお祈 りすると共に、北方山草会の益々

の発展を祈りたい。

北海道の高山帯に自生する植物は筆者の

調査 (豊国 1980)で は、シダ植物と種子

植物合わせて 457種 を算えることができる。

北 海 道 の 固 有 高 山 植 物

長野県南安雲郡穂高町 臼一里

この457種 を分布型か ら分析 して見ると、

北海道の固有籠は44種で、全体の9,63%、

日本の固有種は56籠で、12,25%、北海道―

樺太分布型が 4種 、0.88%、 北海道一千島

分布型が同じく483‐、0488%、 Hr海道―樺

太一千島分布型が 5棒 、1.09%、 日本一樺

太分布型が 9種 、1.97%、 日本一千島分布

型が11種、2.41%、 日 本一樺太一千島分布

型が16棒、3.50%、 アジアの棒が 96種 、

21.0%、 以上全体がアジア要素で、 245種 、

53.61%で ある。だから、北海道の高山帯

に産する全植物のざっと半分は、アジアの

固有種ということになる。アジアー北太平

洋要素とアジアー北米要素は、両方合わせ

て69種、15.09%、 ユーラシア要素が20種、

4.38%、周極 ・普遍要素は 123棒、26.91%

となる。結局、北海道の高山植物区系は、

種類数全体の50%が 、アジアの固有種、残

りの50%の 半分強、27%が 周極 ・普遍要素

から成 り立っているということになる。

アジア要素の中で、全世界で、北海道に

しか産しない種、すなわち北海道固有種は、

前述のように44種あり、それは次の通 りで

ある。

1.ヒ ダカミネヤナギ S alix hida―

ka―montana HARA(ャ ナギ科 )

2.ミ ヤマヤチヤナギ &parudic。 _

la KOIDZUMI(ヤ ナギ科 )

3.オ オミヤマヤチヤナギ S,pseudo―

paludicola KIMURA(ャ ナギ科)

4.マ ルバヤナギ S.yezoalpina

夫秀国

―

'‐i
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KOIDZUMI本 種には、変種 ・品種

があり、それ らは、イヌマルバヤナギ

var.neoreticulata KIMURA、

オオマルバヤナギ Var.yezoalpjna

f.grandifolla KIMURA、 お

よびホソバマルバヤナギ fo SteuOph―

ylla KIMURAで ある。 (ヤ ナギ

科 )

5 .ア ポイカンバ  B e t u l a  a p o i e n―

s i s  N A K A I (ヵ バノキ科 )

6 .カ ムイビランジ S i l e n e  h i d a k a

―a l p i n a  O H W I  e t  O H A S H I

(ナ デシヨ科 )

7.エ ブイワッメクサ Stellaria

pterosperma OHWI(ナ デシヨ科 )

8.ヒ ダカ トリカブ ト Ac oni ttlm

apolense NAKAI(キ ンポウゲ科 )

9.ウ スバ トリカブ ト A.corymbif―

ertlm NAKA I(キ ンポウゲ科 )

10.ユ ウバ リウズ A.yuparense

TAKEDA(キ ンポウゲ科 )

11.ヒ ダカソウ C all ian thelntm

miyabeanum TATEWAK I(キ

ンポウゲ科 )

12.ボ タンキンバイ Trolllus pul―

cher MAKINO(キ ンポウゲ科 )

13.エ ゾオオヶマン COrydalis cu―

rvicaicarataヽ lIYABE ct

K U D O (ヶ シ科 )

1 4 .リ シリヒナゲ シ P a p a V e r  f a u r―

i e i  F E D D E (ヶ シ科 )

1 5 .シ リベ シナズナ D r a b a  i g a r a s―

h i i  S . W A T A N A B E (ァ ブラナ科 )

1 6 .タ カネグンバイ T h i a S p i  j a p o―

niCLm BOISS.定 山渓天狗岳に

は、 1品 種テンググンバイ f.Sagi―

ttatum TOYOKUNIを 産する。

(アブラナ科 )

17. ヒ タ
や
カミセバヤ Sedum cauti―

C O I L l m  P  R A E  G (ベ ンケ イ ソ ウ科 )

18.エ ゾノクモマグサ  SaXifraga

nishidae MIYABE ct KUDO

(ユキノシタ科 )

1 9 .ユ ウパ リクモマグサ S . y u p a r e n―

s i s  N O S A K A (ュ キノシタ科 )

2 0 .カ リバオオギ A s t r a g a l u s  y a―

m a m o t o i  M I Y A B E  e t  T A T E―

W A K I (マ メ科 )

2 1 .レ ブンソウ O X y t r O p i s  m e g a l―

a n t h e  B O I S S (マ メ科 )

2 2ち ミヤマハンモ ドキ R h a m n u s  i s―

h i d a e _ 5 1 1  Y A B E  e t  K U D O

(ク ロウメモ ドキ科 )

2 3 .サ マニオ トギ リ H y p e r i c u m  s a―

maniense MIYABE et Y.KI―

MURA(ォ トギ リソウ科 )

2 4 .シ ラトリオ トギ リ H . t a t e w a k i

S,ヽヽ生TANABE

これには変種クロテンシラ トリオ ト

ギ リ  V a r . n i g r o― p u n c t a t t l m  S .

WATANABEも ある。 (オ トギ リソ

ウ科 )

25.マ シケオ トギリ H. yamamOtOi

MIYABE ct Y.K I MUttA

基本型は高山帯には達せず、高山型

はキタミオ トギ リ Var.kitamense

Y.KIMURA、 キタミクロオ トギ リ

f.nigrum Y.KIMURAお よび ミ

- 4 -



ネオ トギ リ Var.montantlm Y.

KIMURAが ある。 (ォ トギ リソウ

科 )

2 6 .タ イセッヒナオ トギ リ H . y o j i―

r o a n t l m  T A K E W A K  I  e t  K O .

I T O (オ トギ リソウ科 )

2 7 .ジ ンヨウキス ミレ V l o l a  a l l i

a r i i f o l i a  N A K A I (ス ミレ科 )

2 8 .シ レトコスミレ V . k i t a m i a n a

NAKAI(ス ミレ科 )

29.シ ソバキス ミレ V.yubariana

NAKAI(ス ミレ科 )

30.ホ ソバ トウキ Angelica sten―

010ba KITAGAWA

これには、品種 トカチ トウキ f.

lance01ata HARAも ある。 (セ

リ科 )

3 1 .  ヒダカイヮザクラ P r i n l u l a  h i―

d a k a n a  M I  Y A B E  e t  K U D 0

(サ クラソウ科 )

32.ソ ラチコザ
!ク
ラ Po SOrachiana

MIYABE et TATEWAKI(サ

クラソウ科 )

33.テ シオコザクラ P. takedana

TATEWAKI(サ クラソウ科 )

34.ユ ウパ リコザクラ P.yuparens―

is TAKEDA

ソラチコザクラとユウパ リコザクラ

はP. farinOsa L。 に近 く、さら

に検討すべ きであろう。 (サ クラソウ

科 )

35.ミ ヤマノギク E rigeron miya―

beanus TATEWAKI et KI―

TAMURA(キ ク科 )

3 6 .エ ゾコウブ リナ H y p o c h a e r i s

c r e p i d i O i d e s  M I Y A B E  c t

K U D O (キ ク科 )

37.ユ キバ ヒゴタイ SauSSurea

chionophylla TAKEDA

花床に全 く岡J毛が無いので、ユキバ

トウヒレンやユキバタカネキタアザ ミ

から容易に区別できる。ユゥパ リ岳と

トツタベツ岳に産するが、五十嵐恒夫

博士が トッタベッ岳で採集されるまく

どうして トッタベッ産が報告されなか

ったか不思議である。 (キク科 )

38.ウ スユキ トウヒレン S.yanagi―

sawae TAKEDA

カムチ ャッヵ産の S.oxyodOnta

HULTENに 近縁である。 (キ ク科 )

39.フ タナ ミソウ ScorzOnera re―

bunensis TATEWAKI et

KITAMURA(キ ク科 )

40.ユ ウノヾ リタンポポ Taraxacum

yuparense H.KOIDZUMI

(キ ク科 )

4 1 .エ ゾタヵネニガナ Y o u n g i a  g y一

mmopus HARA(キ ク科 )

42.タ カネエゾムギ Elymus yuba―

ridakensis OHWI(イ ネ科 )

43.エ ゾヨウボゥ HierOchioe pl―

uriflora KOIDZUMI(イ ネ

科 )

44.ア ポイタヌキラン Carex apoi―

ensis AKIYAMA(ヵ ャッ リグサ

科 )

これら固有種の発見 ・命名の歴史、記載

文などは次の機会にゆずることにするが、
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外国の種類との比較検討が、より広範囲に

なされるにつれて、今迄独立種とされてい

たものが、外国の種の変種や亜種であるこ

とが半」明したり、逆に外国の種と同一と考

えられていたものが、形質の違いが明白に

は じめに

東径 142度1[分を軸に、南北約50 Kmに及

び、夕張岳 (1668初 )や声別岳 (1727物 )

などの秀降を含む夕張山脈所産の植物が、

愛好家の注目を集めはじめたのは、いつの

頃か らであるかは定かではない。この山脈

の、特に高山帯の植物がはじめて公的標本

庫に収められたのは、地質学者石川貞治氏

が夕張岳で採集されたハイマツ、ムカゴト

ラノオ、チシマフウロ、 シナノキンバイ、

チングルマ、エブルリソウなどの標本であ

って、1896年 のことであった。その後、北

大農学部の先輩諸氏や小泉源
一 ・秀雄商氏

をはじめ多 くの方々の努力により資料が集

積されて今日に至 っている。

当山脈所産の植物に関する新知見が初め

て公表されたのは、高山植物の権威として

高名な武田久吉博士の論文であった。まず

1913年、エジンバラの主立植物園紀要 27号

の
R(NOtes on the J apanesc Pri々

mulas"の 最終章におけるユウパ リコザ

なり、北海道産は固有の新種であることが

判った場合もある。

なお、北海道の高山植物全般に関 しては、

本誌 2号 に発表された野坂志朗博士の記事

を参考にしていただきたい。

本L幌市 野 坂 志 朗

クラの記載発表と、これに続 く1915年の同

紀要 39号における
(Some New Plants

f r o m  J a p a n e s e  A / 1 o u n t a i n s ' '  での

エゾホソバ トリカブト、ユゥバ リリンドウ、

ユキバヒゴタイ、 ウ スユキ トウヒレン、 ク

モマユキノシタ及びユウバ リカニツリの記

載発表である。これ らの発表によって夕振

山脈が学界の注目を集めることとなった。

続いて、 1818-1819年 に、当時北大農学

部助手であった西田彰三氏による
よ
夕張山

脈植物分布論
ル
(札幌博物学会報第 7巻 )

が公表されて、夕張山脈の植生及び所産植

物の全貌がベールを院ぐこととなった。

夕張山脈は、中央高地 (大雪山 )、 アポ

イ岳、利尻 ・礼文 ・増毛山塊とともに、北

海道はもとより、わが国における植物学上

貴重な地域としての名声を得ているが、筆

者は、昭和29年 (1954年 )以来、特に夕張

岳を中心に、この山脈の植物について調査

を続けているので、その植生の概況や注目

すべき植物について記すこととしたい。

物植の脈山張夕
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